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１【提出理由】

　平成28年６月16日開催の当社第34期定時株主総会において、決議事項が決議されましたので、金融商品取引法第24条

の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定に基づき、本臨時報告書を提出する

ものであります。

 

２【報告内容】

(1）当該株主総会が開催された年月日

平成28年６月16日

 

(2）当該決議事項の内容

第１号議案　剰余金処分の件

①　株主に対する剰余金の配当に関する事項およびその総額

当社普通株式１株につき金27円00銭（普通配当20円00銭、上場10周年記念配当７円00銭）

配当総額226,939,833円

②　剰余金の配当が効力を生じる日

平成28年６月17日

 

第２号議案　取締役９名選任の件

竹藤浩樹氏、増田栄治氏、古川章浩氏、新藤匡浩氏、秋山幸廣氏、北野裕行氏、秋山泰氏、渡邉治巳

氏、川西孝雄氏を取締役に選任するものであります。

 

第３号議案　監査役２名選任の件

葛西清氏および竹中豊典氏を監査役に選任するものであります。

 

第４号議案　補欠監査役１名選任の件

武村修氏を補欠監査役に選任するものであります。

 

第５号議案　当社株式の大規模買付行為に関する対応方針（買収防衛策）の継続更新の件

当社株式の大規模買付行為に関する対応方針（買収防衛策）を２年間継続更新する。
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(3）決議事項に対する賛成、反対及び棄権の意思の表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決されるための要件並び

に当該決議の結果

決議事項 賛成（個） 反対（個） 棄権（個） 可決要件
決議の結果及び賛
成割合（％）

第１号議案 64,857 34 － （注）１ 可決　96.66

第２号議案      

竹藤 浩樹 64,819 72 － （注）２ 可決　96.61

増田 栄治 64,831 60 －  可決　96.63

古川 章浩 64,824 67 －  可決　96.62

新藤 匡浩 64,825 66 －  可決　96.62

秋山 幸廣 64,821 70 －  可決　96.61

北野 裕行 64,823 68 －  可決　96.61

秋山 泰 64,816 75 －  可決　96.60

渡邉 治巳 64,607 284 －  可決　96.29

川西 孝雄 64,761 130 －  可決　96.52

第３号議案      

葛西 清 64,760 131 － （注）２ 可決　96.52

竹中 豊典 64,607 284 －  可決　96.29

第４号議案      

武村 修 64,638 253 － （注）２ 可決　96.34

第５号議案 62,942 1,949 － （注）１ 可決　93.81

（注）１．出席した議決権を行使することができる株主の議決権の過半数の賛成による。

２．議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主の出席及び出席した当該株主の議

決権の過半数の賛成による。

 

(4）議決権の数に株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由

　本株主総会前日までの事前行使分及び当日出席の一部の株主から各議案の賛否に関して確認できた議決権の集計に

より各決議事項が可決されるための要件を満たし、会社法に則って決議が成立したため、本株主総会当日出席の株主

のうち、賛成、反対及び棄権の確認ができていない一部の議決権の数は加算しておりません。

なお、各議案に関する賛否を確認しなかった当日出席株主の議決権数は2,204個（議決権行使合計の約3.28％）で

す。

 

以　上
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